
本牧地区地域防災マップ
(長坂･城下区、八千代町区、本町区･上本町区、
西町･県町区、御桐谷町区、吹上町区)
制作年月：令和７年２月 長野県地域発元気づくり支援金活用事業
作成：本牧地区、佐久市、佐久市消防団、株式会社タイヨーエンジニヤ

上流からの流水でがけ崩れ
が発生した。

望月人権文化センター
指定緊急避難所ではあるが、洪水時は避難に適さない。

茂田井公民館

水路から越水・氾濫し、
床下浸水の被害もあった。

鹿曲川が増水し、水位が橋まで達した。

土砂崩れが複数個所で発生した。

護岸が崩れ、水田が冠水した。

護岸が崩れ、水田が冠水した。

三井川が氾濫し、
床下浸水した。

国道側から水が流入した。

大きながけ崩れがおきたことがある。

上段から水が流下、道が冠水した。

住宅敷地に浸水が発生した。

三井川のカーブで氾濫し、
道路が冠水した。

駒の里ふれあいセンター

鹿曲川の川底の低い箇所では
氾濫する危険性がある。

台風19号時、濁池の飲み切れなかった水が主
に道路を流下し、田畑にも水があふれた。

激しい雨が降ったときに、
崩れたことがある。

上段に振った水が集まりながら流下していく。

水が集中し、冠水した。

本牧体育館
駒の里ふれあいセンターへの避難が困難な場合の選択肢になりうる。

台風19号以前に崩れて
道路が一部埋まった。

沢の水が集まって流下し、
下流道路が冠水した。

山水の通り道になっている。

水路が詰まって道路が冠水した。

流木が頻繁に引っかかっており、氾濫の不安がある。

高低差があり、大雨が降る
と水が溜まることがある。
鹿曲川の増水時には早め
に避難する必要がある。

地域で崩れやすいといわれている。

Ⓐ

高台に位置している安全な地域のため、
無理な避難は避けるべき。

周囲と比べて土地が低くなっている
ため、水が集まって道路が冠水し、
徒歩での移動が困難になっていた。

水路の合流部で氾濫した。

川の水位が上がると通行に
危険が伴うため、早めの移動
が必要。

小平側からの排水が氾濫した。

土砂崩れが心配される斜面から遠く、
河川氾濫の心配もない。

Ⓐ

アスコン工場付近で土砂崩れが発生し、
通行止めになった。

長野県長野西高等学校
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防災マップ記号凡例

令和元年台風19号及び
過去に起きた災害情報

災害発生の可能性がある場所
その他情報

避難可能な場所等情報

※被災箇所・土嚢などの長さはL・幅はW（単位m）

流水経路

WH=○○m

氾濫浸水範囲

浸水深さ

床上浸水

床下浸水

建物全壊

建物半壊

破堤・洗堀箇所

越水箇所

がけ崩れ

地すべり

土砂崩れ

土石流出

土石流

通行止め

土のう積み

避難経路

指定避難所
指定緊急避難場所

その他施設
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